
プレーをしている時でも、ツアーを観戦している時でも、印象に残る“瞬間”に出会え る。それは、ゴルフという競技の大きな魅力の一つです。 

心の奥深くに残る、印象的な場面の数々。そんな素晴らしい“財産”を、貴方はいく つ持っていますか？ 

～瞬 間～
と き

神が舞い降りる／悪魔が忍び寄る
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トレードマークの、ハンチング帽子とニッカボッカ姿
でのガッツポーズ。ペイン・スチュアートが、3つ目
のメジャータイトル、全米オープンを制覇したこの
“瞬間”は、あまりにも有名だ。テレビや雑誌など、
メディアで幾たびも取り上げられている場面。 
 
誰しもが、一度や二度は
確実に目にしているだろ
う。その個性的な姿、喜
びの表情は、多くの人の
記憶に残っているので
はないだろうか。 
 
4.5メートルのパットを沈め、
“無冠のレフティ”フィル・

ミケルソンに競り勝ったのは1999年、ノースキャロ
ライナ州パインハーストでの全米オープン。スチュ
アートのファッションイメージからすると、意外と思
えるぐらい最近のことであり、まだ10年も経ってい
ない。この試合では3位タイに、タイガー・ウッズと
ビジェイ・シンも入っているのだ。 
 
スチュアートは前年の全米オープンで、最後にリー・
ジャンセンとのプレーオフに破れ、優勝を逃して
いる。残念な逆転負けであったことが、彼の名前
をもじって“ ”と報じられたこと
からも伝わってきた。その辛さと悔しさを乗り越え、
翌年再び、最終日、最終組でラウンドするスチュ
アート。最後のロングパットを打つ彼に、まさしく『神
が舞い降りた』のだとすら思える。 

それを“幸運”という一言で表現するのは、あま
りにも不用意だろう。スチュアートはプロゴルファ
ーとして、低迷期を経験しつつ精神的にも成長
を続け復活。全米オープンを8年ぶりに制したの
だから。 
　 
「まさか･･････。」「何で？」「信じられない」 
 
喜びのシーンから、わずかに4ケ月後の10月25日。
試合会場であるテキサスに向かうため、スチュア
ートが乗った自家用飛行機は、4万5千フィートの
高さから墜落。42歳のプロゴルファー、メジャー
覇者であるスチュアートの突然の事故死に、世
界中のゴルファーたちは驚愕と悲しみに包みこま
れた。 

スチュアートのゴルフ、そして人生はこうして幕を
閉じたのだ。追悼の報道などで、何度も繰り返し、
この場面は取り上げられた。 
 
伝説とすらいえるこのワンカットには、スチュアート
のエピソードを知らない人であっても、深く印象
づけられるであろう。 
 
さまざまなものを乗り越えて、結果を出したその
喜びの表情――。 
 
夭逝したスチュアートにとって、まさしく生涯最高
といえるであろう“瞬間”。そのドラマティックな場
面が、この一葉の写真には、みごとに捉えられて
いるのだから。 
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ゴルフで油断が生まれる最も危険な瞬間は、万事が順調に進行しているときである。
ジーン・サラゼン

史上初のグランドスラマーであり、サンドウェッジ
の発明者としても知られるジーン・サラゼン。ゴル
フを追及しつくしたかと思える、伝説の名プレー
ヤーの言葉は、競技の本質を突いている。 
 
体力や技術ではなく、メンタルな部分。冷静なセ
ルフ・コントロールのできる“精神力”が、ゴルフに
は非常に重要な要素となっているということだ。
あらゆるジャンルに共通している深遠なテーマで
もあるが、ゴルフの場合には特に明確に個 の々“精
神力”の差が表われる。ゴルファーなら誰しもが『あ
あ、あの時油断していなければ』と、メンタル面の
問題でミスショットを誘発したことがあるだろう。

そう思いつつも、似たようなミスを何度も繰り返
す･･････というケースを見かけることも多い。 
 
そうはいっても、乗り越えていくのは簡単ではな
いだろう。「ゴルフは“趣味”で、アベレージで楽
しめればいい」という人であれば、ムリに“精神力”
を身につける必要はないのかもしれない。 
 
ただ、せっかくプレーの中で出合えた“ほろ苦い
失敗”は、ぜひ“経験”として蓄積していって、そ
の後のラウンドで役立てていって欲しいとも感じ
るのだ。それは、ゴルフを通じて豊かな精神を養
い、心を成長させる絶好の機会なのだから。 

「う･･･そ･･･！？」 
 
優勝争いをしていた横峯さくらの口から思わず
その言葉が漏れた。上田桃子は、わずか80セン
チのウィニングパットを外したのだ。 
 
10月に行われた富士通レディースは、横峯の優
勝で幕を閉じた。一時は独走態勢だった上田に、
油断かあるいはプレッシャーがあったのだろうか。
まさしくサラゼンの言葉を思い起こさせる展開
だった。 
 
この試合で、すでにトップレベルの女子プロゴル

ファーである上田に、新たな課題が提示された
のかもれない。 
 
その3週後のミズノクラシック。
上田は最終日にアルバトロ
スを含む「66」の好スコア
をマーク、他の追撃を許さ
ずに勝ちきった。 
 
それは、23歳の女子プロ
ゴルファーが、短期間で精
神力を飛躍的に伸ばした
証なのであろう。 

ドラマや劇画などでリメークされ続けている「宮本武蔵」をはじめ、数々の名作を著  した吉川英治。 

60歳からはじめたというゴルフは、晩年の最大の愉しみであったという。 

‘日本のゴルフ’を想った文豪

Photo : OSAKA GOLF CLUB No.14

～吉川英治～

きっかけは、医師の奨めだったという。ひたすら
書斎で執筆を繰り返す文士にとって、陽光の下
で体を動かすことが、健康を維持する秘訣にも
なるわけだ。 
 
昭和26年、60歳のときに吉川英治はゴルフをは
じめた。当初は1ラウンドす
ることもままならないぐらい、
体力が追いついていなかっ
たという。 
 
しかし、練習を繰り返してい
るうちに、少しづつ体力も回
復していき、それと同時に“ゴ

ルフ”の愉しさにどんどん惹き込まれて行った。 
 
別荘近くの旧軽井沢ゴルフ倶楽部のメンバーと
もなった。たびたび奥さんを連れて、揃って仲良
くプレーしていたという。 
 
文士仲間には『奥さんの方が上手い』などと囁
かれていたともいうが、夫婦でゴルフに興じる時
間は、とても愉しい、満ち足りたものだっただろう。 
 
吉川英治が熱心な“ゴルファー”であったのは、
昭和37年に没する1年前までの、晩年のわずか
10年間。短い期間であったが、吉川英治はゴル
フと出会って幸せであったのだ。 

子供のように純粋にプレーを楽しんでいることが、
残された写真の表情から、かくも明確に伝わっ
て来るのだから。 
 
吉川英治のゴルフに対する想いが伝わる文章
が残されている。昭和36年に開場した紫カントリ
ークラブ（千葉県）の理事として、その発足祝い
に寄稿したという原稿に、日本のゴルフに関する
記載がある。 
 
『ともあれ、ゴルフも日本の土の上でこうなって来 
たからには、真似や追従ばかりでなく、何かにつ
けぜひ独自なものへとしてお互い作り上げてゆ
きたいものだ。それも実社会から浮きあがった浮

薄な風潮でなしに、清楚で健全な生活のうちの
ものとして育てたい。』 
 
日本初のゴルフコース、神戸ゴルフ倶楽部がオ
ープンしたのは明治36年から、当時まで約60年
が経過していたが、吉川英治は『日本のゴルフ
はまだまだ若い』とも記している。 
 
その後日本には、多くのゴルフコースができ、ゴル
ファーも増加して行く。バブル期を越え、不景気
による低迷期をも過ぎた現在。“若かった日本の
ゴルフ”も少しずつ、落ち着きを持てるようになっ
てきた。吉川英治の希いに、一歩一歩、近づい
ていきたいものだ。 


